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総額137億3, 876万円総額137億3, 876万円
　令和８年３月４日から19日まで第１回定例会を　令和８年３月４日から19日まで第１回定例会を
開催しました。令和８年度予算など審議しました。開催しました。令和８年度予算など審議しました。
　一般会計予算は、前年度と比較すると、4.9％の　一般会計予算は、前年度と比較すると、4.9％の
増額です。増額です。

町
長　
施
政
方
針

現
状
維
持
は
後
退
で
あ
る
。

　
対
話
を
重
視
す
る
姿
勢
で
町
民
の
み
な
さ
ま
と

と
も
に
考
え
、
と
も
に
作
り
上
げ
る
町
づ
く
り
を

力
強
く
押
し
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

第
５
次
総
合
計
画
の
更
な
る
推
進
～
3
本
の
柱
～

１
．
強
靱
な
行
政
経
営
基
盤
の
確
立
と
歳
入
強
化

　
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
っ
て
業
務
の
効
率
化
を
図
り
、

そ
こ
で
創
出
さ
れ
た
職
員
の
労
力
と
時
間
を
、
町

民
の
み
な
さ
ま
と
の
対
話
や
政
策
立
案
、
知
識
や

能
力
を
向
上
さ
せ
る
研
修
な
ど
に
つ
な
げ
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
げ
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
、
基
金
の
活
用
、
町
税
の
確
実

な
徴
収
な
ど
自
主
財
源
確
保
を
徹
底
し
ま
す
。

２
．
未
来
へ
の
投
資
で
あ
る
こ
ど
も
ま
ん
な
か
社

会
の
推
進

　
子
ど
も
た
ち
は
未
来
社
会
の
担
い
手
で
す
。
８

年
度
は
、小
学
校
給
食
の
無
償
化
、広
川
中
体
育
館・

武
道
場
へ
の
空
調
整
備
な
ど
教
育
環
境
の
向
上
を

図
り
ま
す
。

３
．
安
全
・
共
生
社
会
の
構
築

　
更
な
る
治
水
対
策
の
実
現
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
基
盤
強
化
・
活
動
支
援
事
業
の
構
築
に
努
め
ま

す
。

議
会
か
ら
の
提
言

　
議
会
は
、
予
算
執
行
に
当
た
り
16
項
目
の
附
帯

決
議
を
町
長
に
提
出
し
ま
し
た
。
主
な
附
帯
決
議

は
次
の
と
お
り
で
す
。
予
算
執
行
状
況
を
厳
し
く

チ
ェ
ッ
ク
し
て
参
り
ま
す
。

1　
デ
ジ
タ
ル
技
術
等
の
活
用
に
よ
り
、
住
民
の

利
便
性
向
上
と
業
務
の
効
率
化
を
図
ら
れ
た
い
。

2　
自
然
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
さ
れ

た
い
。

3　

計
画
的
な
財
政
運
営
に
努
め
る
と
と
も
に
、

持
続
可
能
な
財
政
基
盤
の
構
築
に
努
め
ら
れ
た

い
。

4　
行
政
区
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
あ
り
方
に

つ
い
て
は
、
財
政
面
を
含
め
今
後
の
方
針
を
示

さ
れ
た
い
。

5　
こ
ど
も
ま
ん
な
か
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
効

果
的
な
実
行
に
努
め
ら
れ
た
い
。

6　
国
保
被
保
険
者
の
健
康
意
識
を
高
め
、
医
療

費
の
縮
減
に
努
め
ら
れ
た
い
。

7　
広
川
ダ
ム
の
計
画
さ
れ
た
機
能
強
化
に
つ
い

て
は
、
確
実
な
事
業
推
進
に
努
め
ら
れ
た
い
。

8　
水
道
料
金
の
抑
制
策
を
検
討
さ
れ
た
い
。

9　
水
道
設
備
の
老
朽
化
を
点
検
し
、
対
応
・
対

策
に
努
め
ら
れ
た
い
。

10　
下
水
道
供
用
区
域
内
未
加
入
者
の
加
入
促
進

に
努
め
ら
れ
た
い
。

11　
下
水
道
工
事
後
の
継
続
的
な
点
検
・
管
理
に

努
め
ら
れ
た
い
。

氷室 健太郎 町長

光益 良洋 議長
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総額137億3, 876万円総額137億3, 876万円令和８年度
令和８年度

予算を可決
予算を可決

■自主財源は41％

■予算の4 割超が福祉関連

■町の予算総額が
　１万円だったら
　歳入（どこから入る？）

　歳出（何に使う？）

　町税などの自主財源は約 41％です。残りの 59％は、国や県からの交付
金に頼っています。

　歳出の42.4％を占める民生費は、物価高騰対策として１人１万円の商品券を
配布等を行います。また、介護・医療・扶助費などの増大が今後も見込まれます。

「町税」から 2,631 円
「国・県」から 2,932 円
「地方交付税」が 2,000 円

「福祉」に 4,242 円
「学校や教育」に 976 円
「道路や公園の整備」に 778 円
「職員の人件費」に 1,429 円

特別会計予算
国民健康保険特別会計 21億9,024万円

後期高齢者医療特別会計 4億1,492万円

広川防災ダム管理特別会計 3,711万円

広川町水道事業会計 3億7,785万円

広川町下水道事業会計 7億2,255万円

歳入は

歳出は

一般会計予算

町税
26億3,009万円

26.3％ 

国県支出金
29億3,126万円

29.3％ 

地方交付税
20億円
20.0％ 

繰入金 6億715万円 6.1％ その他 2億1,603万円 2.2％ 譲与税・交付金等 7億5,349万円 7.5％
寄附金 4億3,000万円 4.3％ 諸収入 2億2,407万円 2.2％ 町債 2億400万円 2.0％

歳入　99億9,609万円 
自主財源　41億734万円　41％ 依存財源　58億8,875万円　59％

歳出　99億9,609万円

民生費
42億4,051万円

42.4％

総務費
14億2,837万円

14.3％

教育費 9億7,548万円 9.8％
衛生費 7億2,632万円 7.3％

農林水産業費
2億9,292万円 2.9％

消防費 5億3,085万円 5.3％

土木費 7億7,797万円 7.8％
公債費 7億2,110万円 7.2％

商工費
1億8,456万円 1.8％

その他 議会費等
1億1,802万円 1.2％
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広 川 町 政 を 問 う広 川 町 政 を 問 う
　令和８年度予算のうち、一般会計は「予算審査　令和８年度予算のうち、一般会計は「予算審査
特別委員会」に付託、特別会計及び公営事業会計特別委員会」に付託、特別会計及び公営事業会計
は担当する「常任委員会」に付託され、３月10日は担当する「常任委員会」に付託され、３月10日
から17日まで審査が行われました。から17日まで審査が行われました。

●
ふ
る
さ
と
納
税

　
　
　
　
目
標
4
億
円
へ
の
戦
略

●
行
政
区
の
運
営
課
題
と

　
　
　
　
　「
緩
や
か
な
統
合
」

●
ゴ
ッ
ト
ン
館
水
車
改
修

●
広
川
町
産
業
展
示
会
館
の

　
　
　
　
　
　
　
　
運
営
方
針

●
地
域
づ
く
り
支
援
交
付
金

　
　
　
　
　
　
制
度
を
２
年
延
長

Ｑ
現
状
の
品
数
や
サ
イ
ト
数
で
達
成
可
能
か
。

A
返
礼
品
数
は
昨
年
度
比
35
％
増
の
１
５
１
０
品
ま
で
拡
大

し
た
。
鰻
や
玩
具
な
ど
の
新
商
品
開
発
も
進
め
て
お
り
、
目
標

達
成
に
向
け
て
尽
力
し
た
い
。

Ｑ
担
い
手
不
足
解
消
の
た
め
、
合
併
は
検
討
す
る
か
。

A
合
併
で
は
な
く
、
複
数
地
区
で
代
表
を
立
て
る
「
緩
や
か
な

統
合
」
を
検
討
。
行
事
の
共
同
実
施
な
ど
で
担
い
手
不
足
解
消
を

図
る
。　

老
朽
化
の
た
め
、
地
域
の
木
材
を
使
い
、
改
修
す
る
。

Ｑ
今
後
の
活
用
と
民
間
委
託
の
可
能
性
は
。 

A
令
和
8
年
度
は
町
直
営
で
イ
ベ
ン
ト
等
に
よ
る
賑
わ
い
を
創

出
す
る
。
令
和
9
年
度
以
降
は
活
性
化
の
た
め
、
民
間
へ
の
指
定

管
理
委
託
も
視
野
に
検
討
を
続
け
る
。

Ｑ
延
長
期
間
中
に
制
度
の
見
直
し
は
行
う
の
か
。

A
令
和
8
・
9
年
度
は
現
行
ど
お
り
と
し
、
こ
の
2
年
間
で

支
給
額
や
実
施
方
法
な
ど
の
抜
本
的
な
見
直
し
を
検
討
す
る
。

総務産業分科会での質疑

ゴットン館の水車

900 万円 1,254 万円

500 万円
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令和８年度の令和８年度の
広 川 町 政 を 問 う広 川 町 政 を 問 う予算審査予算審査

特別委員会
特別委員会

●
地
域
子
ど
も
の
生
活
支
援
強
化

　
　
こ
ど
も
ま
ん
な
か
社
会
推
進
事
業

●
小
・
中
学
校
タ
ブ
レ
ッ
ト
更
新

　
　
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
推
進
事
業

●
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
開
設

●
中
広
川
学
童
保
育
所
職
員
駐
車
場
改
修

●
上
広
川
小
学
校
校
舎
移
転
計
画

Ｑ
地
域
子
ど
も
の
生
活
支
援
強
化
補
助
事
業
と
は
ど
ん
な
事

業
か
。

A
町
の
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
係
る
も
の
や
子
ど
も

の
居
場
所
又
は
食
事
の
費
用
を
補
助
す
る
。

Ｑ
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
活
用
は
進
ん
で
い
る
の
か
。

A
授
業
や
家
に
持
ち
帰
っ
て
の
宿
題
な
ど
、
活
用
は
広

が
っ
て
い
る
。

Ｑ
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
に
配
置
す
る
職
員
は
決
ま
っ
た
の
か
。

A
セ
ン
タ
ー
長
１
名
、
指
導
者
１
名
、
補
助
支
援
員
２
名
の
計

４
名
と
２
名
の
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が
籍
を
置
く
。

Ｑ
駐
車
場
を
ど
う
整
備
す
る
の
か
。

A
道
路
側
に
職
員
駐
車
場
を
広
げ
、
奥
に
園
庭
を
整
備
す
る
。

Ｑ
令
和
8
年
度
に
行
う
移
転
事
業
費
の
内
容
は
何
か
。

A
移
転
候
補
地
の
選
定
支
援
業
務
と
建
設
基
本
構
想
基

本
計
画
策
定
業
務
を
行
う
。

厚生文教分科会での質疑

教育支援センター

517 万円

1 億 8,040 万円

388 万円

1,799 万円

1,013 万円
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補正予算
条例など

　
広
川
町
議
会
は
、
1
月
29
日
に
臨
時
議
会
、
3
月
4
日

か
ら
19
日
ま
で
令
和
8
年
度
第
1
回
定
例
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
主
な
議
題
及
び
全
員
協
議
会
、
各
常
任
委
員
会
で

協
議
し
た
内
容
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

物価高騰対策事業
３億 3,513 万円

★交付金
　　子育て応援手当給付　6,480 万円
　　　・子ども１人あたり　２万円給付
　　地域商品券　２億 2,293 万円
　　　・１人あたり１万円の商品券配布
★医療費支援
　　子ども・重度障がい者・ひとり親家庭等医療費支援
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2,355 万円
★各施設への運営補助
　　高齢者施設　　７事業所　155 万円 
　　障害者施設　　５事業所　６万円
　　医療施設（公立八女総合病院）　　134 万円　
　　保育所等物価高騰対策費　　６事業所　33 万円　
★給食費補助
　　保育所給食支援　　　465 万円
　　学校給食費助成（小学校）　471 万円
　　学校給食費助成（中学校）　　733 万円

　　　　　　　　　　　　　　　　　★育ち盛りの子どもたち応援　　105 万円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（卒業生　卒園児にいちごを支給）

　電気・食料品など物価高騰が長期化し、その影響が様々な人々、事業
所に及んでいます。商品券交付、子ども医療費の無料化、給食費の助成
などを行うことにより、住民の負担を軽減します。また各事業の負担を
軽減し、事業の継続を支援します。

給食試食会の様子



7 広川町議会だより　第101号

役場内の機構改革　１課増えます

国民健康保険税
子ども・子育て支援分を上乗せ

総
務
課　

　
財
政
係　

　
総
務
係　
人
事
部
門

　
　
　
　
　
総
務
部
門

企
画
課

　
安
全
安
心
係　

　
企
画
係　
企
画
部
門

　
　
　
　
　
ま
ち
づ
く
り
部
門

総
務
課　
　
　
総
務
係

　
　
　
　
　
　
財
政
係

企
画
課　
　
　
企
画
係

　
　
　
　
　
　
人
事
係

自
治
防
災
課　
安
全
安
心
係

　
　
　
　
　
　
自
治
振
興
係

（旧）（新）

　令和８年４月から、全ての医療保険に「子ども・子育て支援分」が加算されることに
なりました。この子ども・子育て支援金は、児童手当の拡充や保育サービスの充実など
に利用されます。

新　国保税率

所得割 均等割 平等割 18 歳以上
均等割

医療保険分 8.50% 28,000 円 30,000 円

後期支援分 3.00% 9,000 円 10,000 円

介護保険分 2.30% 11,000 円 8,000 円

子ども・子育て支援分 0.27% 1,100 円 1,100 円 100 円
※ 18 歳までの、子ども・子育て支援金分は、軽減されます。未就学児の均等割の半額は、

国が負担しますが、残り半分と６歳から 18 歳までの均等割は 18 歳以上の被保険者
が負担します。そのため 18 歳以上の均等割は 1,200 円になります。

課税最高限度額

区分 医療分 後期支援分 介護保険分 子ども・子
育て支援分 合計

課税限度額 66 万円 26 万円 17 万円 3 万円 112 万円
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　国の交付金活用事業について疑問が残
る。また、同和対策事業は、全ての人の人
権を保障する予算を求める。

　子ども・子育て支援金を健康保険で徴収
するのは目的外使用。課税限度額の医療保
険分 1 万円引き上げを本議会で提案せず、
専決とすることは適当でない。

　国保税で子育て支援金徴収するのは目的
外利用。本予算は、子ども子育て支援金分
を加算した予算案であり反対する。

　まずは特別会計の体を成していない。執
行部には無理でも国民負担率等考慮すれ
ば、反対するのが地方議会の責務。

　施政方針の中身が本当に子どもの事を考
慮しているのか疑問。また、中学校給食無
償化も令和 8 年度から実施すべき。

　令和８年度一般会計予算は、予算特別委
員会に付託され、各委員会で慎重審議が行わ
れ承認された上に一般会計予算審査特別委
員会においても賛成多数で承認されている。

　被保険者の負担増が一定程度あるもの
の、喫緊の課題である少子化対策の抜本的
改革を強化するものとしてその導入には理
解が必要だと考える。

　「子ども・子育て支援金制度」は、我が国
の経済・社会システムや地域社会を維持
する上で重要な意義を持つものであり、支
援金の国保税への賦課についても理解でき
る。

　差別解消に向けて啓発と教育を進めるこ
とは重要。差別はみえにくくなっただけで
決してなくなっていない。

反対意見（江藤議員）

反対意見（江藤議員）

反対意見（江藤議員）

反対意見（竹下議員）

反対意見（竹下議員）

賛成意見（梶原議員）

賛成意見（梶原議員）

賛成意見（梶原議員）

賛成意見（下田議員）

令和８年度　一般会計

国民健康保険税条例一部改正

令和８年度　国民健康保険特別会計

討 論

は
な
や
ぎ
の
里

　
社
会
福
祉
協
議
会
に

指
定
管
理
委
託

特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の

　
運
営
に
関
す
る

条
例
の
制
定

　
令
和
８
年
か
ら
３
年
間
、
指
定
管
理

を
委
託
。
委
託
期
間
を
５
年
間
か
ら
３

年
間
に
変
更
。

Q 

期
間
の
変
更
理
由
は
何
か
。

A 

物
価
、
人
件
費
の
高
騰
、
利
用
状

況
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め

　
生
後
6
ヶ
月
か
ら
３
歳
未
満
の
保
育

所
未
利
用
の
乳
児
の
一
時
預
か
り
支
援

給
付
の
基
準
を
定
め
ま
し
た
。

6,443 万円6,443 万円
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各議案の賛否は
（○賛成　●反対）

議長は採決に加わりません。

下
田
め
ぐ
み

辻　
　
満
晴

藤
島　
玄
稔

梶
原　
一
美

竹
下　
英
治

山
下　
　
茂

丸
山　
幸
弘

栗
原　
福
裕

江
藤
美
代
子

水
落　
龍
彦

池
尻　
浩
一

野
田　
成
幸

会
議
の
結
果

専決 損害賠償額の決定及び和解 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認
締結 竜光寺公園複合遊具等設計・設置工事請負契約 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

条例制定 特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定める条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
指定管理 広川町保健・福祉センターの指定管理者の指定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

令和７年度 
補正予算

広川町一般会計（専決２件含む） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
国民健康保険　後期高齢者医療 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
水道事業会計　下水道事業会計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

令和８年度 
予算 

広川町一般会計 ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ 可決
広川町国民健康保険特別会計 ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ 可決
後期高齢者医療特別会計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ 可決
広川防災ダム管理特別会計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
水道事業会計　下水道事業会計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

条例 
一部改正

職員の給与に関する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
保健・福祉センターの設置、管理及び運営に関する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
広川町役場課設置条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
行政手続条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
印鑑条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
国民健康保険税条例 ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ 可決
特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に
関する基準を定める条例等　（全４件） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

火入れに関する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
中小企業融資資金貸付条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
水道事業及び下水道事業の設置等に関する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

※各議案名については簡略化しています。議決結果はホームページに記載しています。

下
広
川
小
学
校
屋
外

運
動
場
の
整
備
進
む

　
智
徳
神
社
参
道
を
境
に
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
と
地
域
開
放
型
学
校
内
公

園
に
整
備
。

　
プ
ー
ル
、
旧
消
防
団
５
分
団
詰

所
は
解
体
し
ま
す
。

930 万円

遊具完成イメージ図

　
現
在
、駐
車
場
整
備
、ト
イ
レ
な
ど
完
成
し
て
い
ま
す
。

今
後
、遊
具
の
設
置
を
進
め
、令
和
８
年
11
月
の
プ
レ
オ
ー

プ
ン
を
目
指
し
ま
す
。

6,986 万円

竜
光
寺
公
園
複
合
遊
具
設
置
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№ 質 問 者 質問事項

1 藤島 玄稔

1. 広川町第 5 次総合計画

2. 個別の事業

3. 日本国憲法

2 山下 茂
1. 広川町財政状況

2. 地域コミュニティ推進事業

3 竹下 英治
1. 令和 8 年度の予算

2. 役場職員の人材育成等

4 江藤美代子

1. 国民健康保険

2. 教育費の保護者負担軽減

3. 各種基金の運用方針

5 池尻 浩一
1. 役場職員数

2. 町の子ども・子育て

6 栗原 福裕 1. 八女消防本部広川消防署の建設

　一般質問は、議員が一般
事務に対し、その執行状況
や将来の方針、政策、提言
や行政課題等を執行者に直
接質すものです。
　YouTube で録画配信をし
ています。ぜひ、ご視聴く
ださい。

一 般
質 問

町政を問う！ 一般質問

江藤美代子江藤美代子 議員 議員

広
川
町
第
5
次
総
合
計
画
の

　
　
　
　
　
　
進
捗
と
展
望
は

藤島　玄稔藤島　玄稔 議員 議員

事
に
着
手
し
、
統
廃
合
す

る
井
堰
や
護
岸
の
詳
細
設

計
業
務
に
取
り
組
ま
れ
て

い
る
。

藤
島　
こ
ど
も
ま
ん
な
か

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
ど
う

か
。

町
長　
企
業
や
事
業
所
、

店
舗
に
、
の
ぼ
り
旗
の
設

置
を
協
力
い
た
だ
き
、
地

域
全
体
で
、
子
育
て
を
応

援
し
て
い
く
。

藤
島　
あ
ま
り
進
ん

で
い
な
い
と
評
価
さ

れ
て
い
る
事
業
は
ど

う
か
。

町
長　
空
き
家
対
策
、

ふ
る
さ
と
納
税
事
業

や
Ｄ
Ｘ
事
業
が
あ
る
。

相
手
方
の
意
思
や
行

動
が
成
果
に
直
結
す

８
割
近
く
が

着
実
に
進
捗
し
て
い
る

答

る
か
ら
評
価
が
低
い
。

そ
の
他

　
主
権
者
教
育
の
取
組
み

を
尋
ね
た
。
福
島
高
校
で

主
権
者
教
育
を
実
施
し
て

い
る
が
、
令
和
６
年
度
か

ら
は
福
岡
財
務
支
局
の

「
財
政
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
出
前
講
座
」
を
合
同
で

実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、

本
年
度
は
「
広
川
町
明
る

い
選
挙
推
進
協
議
会
」
に

よ
り
、
中
広
川
小
学
校
で

出
前
講
座
を
実
施
予
定
で

あ
る
。

藤
島　
令
和
８
年
度
か
ら

の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

町
長　
課
題
を
検
証
し
適

切
に
対
処
し
て
い
く
。

藤
島　
個
別
の
事
業
で
は

ど
う
か
。

町
長　
災
害
復
旧
事
業
は

順
調
に
進
捗
し
て
い
る
。

　
県
営
河
川
広
川
の
浸
水

対
策
重
点
地
域
緊
急
事
業

は
井
堰
の
撤
去
や
護
岸
工

▲附島井堰撤去工事
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町政を問う！ 一般質問

江藤美代子江藤美代子 議員 議員

広
川
町
の
財
政
状
況
は

財
政
規
律
の
堅
持
に
努
め
る

山下　　茂山下　　茂 議員 議員

答山
下　
今
後
の
歳
入
の
見

通
し
は
。

町
長　
短
期
的
に
は
歳
入

増
に
な
っ
て
い
る
が
、
長

期
的
に
は
人
口
減
等
に
よ

る
緩
や
か
な
減
少
傾
向
を

予
測
し
て
い
る
。
税
制
改

正
で
１
５
０
０
万
円
の
減

収
が
予
測
さ
れ
る
が
交
付

税
で
補
填
さ
れ
る
。

山
下　
今
後
の
歳
出
の
見

通
し
は
。

町
長　
長
期
的
な
見
通
し

は
難
し
い
が
、
歳
出
は
減

少
傾
向
に
は
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
る
。
危
機
感
を

持
っ
た
行
財
政
運
営
行
い
、

将
来
に
過
度
な
負
担
を
残

さ
な
い
よ
う
に
努
め
る
。

山
下　
基
金
の
フ
ァ
ン
ド

な
ど
へ
の
運
用
は
。

町
長　
地
方
自
治
法
に
、

確
実
か
つ
、
効
率
的
に
運

用
し
な
け
れ
ば
な
い
と
あ

る
。
今
後
、
調
査
研
究
を

行
っ
て
い
く
。

そ
の
他

　
行
政
区
の
現
状
と
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
事
業

に
つ
い
て
尋
ね
た
。

　
未
加
入
世
帯
の
増
加
や

人
口
の
偏
在
な
ど
の
課
題

も
あ
る
。
固
定
的
な
枠
組

み
に
と
ら
わ
れ
な
い
展
開

が
必
要
で
あ
り
、
実
務
レ

ベ
ル
の
共
同
化
・
行
事
の

合
同
開
催
な
ど
緩
や
か
な

連
携
も
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
こ
の
事
業
は
、

自
治
会
の
大
き
な
基
盤
と

な
り
地
域
課
題
の
解
決
に

つ
な
が
っ
た
。
制
度
継
続

の
声
も
あ
り
２
年
間
の
延

長
を
設
定
し
た
と
の
答
弁

を
得
た
。

▲川瀬区もちつき大会

人
材
育
成
基
本
方
針
の
進
捗
状
況
は

土
台
と
な
る
仕
組
作
り
は

確
実
に
始
動
し
て
い
る

竹
下　
現
在
の
広
川
町
人

材
育
成
基
本
方
針
は
、
令

和
7
年
3
月
に
10
数
年
振

り
に
改
正
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。
役
場
職
員
の
町
民

と
の
接
し
方
に
関
し
て
、

改
正
前
の
同
方
針
で
は

「
職
員
の
一
方
的
な
考
え

方
で
は
な
く
、
町
民
の
視

点
を
持
っ
た
行
政
需
要
に

的
確
に
対
応
す
る
」
と
い

う
一
文
が
明
記
さ
れ
て
い

た
が
、
町
民
の
方
の
役
場

職
員
に
関
す
る
意
見
と
し

て
、「
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
の

対
応
が
な
い
」「
町
民
へ

の
挨
拶
が
少
な
い
」「
電

話
対
応
等
で
名
前
を
言
わ

な
い
」等
の
不
満
を
伺
う
。

私
は
役
場
職
員
を
公
僕
で

あ
る
と
思
っ
て
い
る
。
こ

の
公
僕
の
視
点
か
ら
、
副

町
長
の
見
解
を
伺
い
た

い
。

副
町
長　

現
同
方
針
で

は
「
仕
事
へ
の
使
命
感
と

自
ら
踏
み
出
す
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
」
の
言
葉
で

町
民
と
の
交
流
の
重
要
性

を
掲
げ
て
い
る
。
人
と
人

と
の
関
わ
り
で
あ
り
、
気

持
ち
良
く
挨
拶
を

し
て
、
所
属
や
氏

名
を
明
確
に
す
る

等
し
っ
か
り
と
職

責
を
も
っ
た
状

態
で
対
応
し
て
行

く
事
は
公
務
員
と

し
て
大
変
重
要
な

事
で
あ
り
、
基
礎

で
も
あ
る
と
理
解

し
て
い
る
。
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
更
な
る
拡
充

に
つ
き
、
職
員
一
人
一
人

が
理
解
、
徹
底
で
き
る
よ

う
努
め
る
。

江藤美代子江藤美代子 議員 議員

答

江藤美代子江藤美代子 議員 議員竹下　英治竹下　英治 議員 議員▲役場案内窓口
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町政を問う！ 一般質問

梶原　一美梶原　一美 議員 議員

こ
ど
も
ま
ん
な
か
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
後
は

地
域
、
団
体
と
の
連
携
で

取
り
組
ん
で
い
く

池尻　浩一池尻　浩一 議員 議員

答池
尻　
こ
ど
も
施
策
に
関

し
て
は
既
に
一
定
の
成
果

が
見
ら
れ
る
。
今
後
の
変

更
、
取
り
組
み
は
ど
の
よ

う
か
。

町
長　
公
園
整
備
、
公
民

館
活
用
等
の
居
場
所
づ
く

り
、
デ
ジ
タ
ル
イ
ン
フ
ラ

整
備
等
を
進
め
て
い
く
。

こ
ど
も
施
策
に
対
し
て
は

地
域
連
携
で
一
丸
と
な
っ

て
今
後
も
取
り
組
ん
で
い

く
。

池
尻　
少
子
化
対
策
に
も

繋
が
る
取
組
み
か
。

町
長　
繋
が
る
部
分
は
多

い
。
そ
の
プ
ロ
セ
ス
や
デ

ジ
タ
ル
化
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に

取
組
む
中
で
も
職
員
の
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
に
も
繋
が
っ

て
い
る
。

池
尻　
高
齢
者
か
ら
は
こ

ど
も
施
策
ば
か
り
で
、
高

齢
者
支
援
が
疎
か
に
な
っ

て
い
な
い
か
と
い
う
声
も

あ
る
。
説
明
周
知
が
必
要

で
は
な
い
か
。

町
長　
ご
指
摘
を
受
け
て

い
る
。
高
齢
者
支
援
は
継

続
し
て
行
っ
て
い
る
。
こ

ど
も
施
策
は
子
ど
も
た

ち
、
及
び
子
育
て
世
帯
の

た
め
だ
け
の
施
策
で
は
な

い
。
地
域
社
会
の
全
住
民

に
関
わ
る
施
策
で
あ
る
こ

と
も
発
信
し
て
い
く
。

そ
の
他

　
役
場
職
員
の
定
数
、
適

正
数
に
つ
い
て
質
問
し

た
。
ま
だ
人
員
が
足
り
て

い
な
い
、
人
事
評
価
や
人

材
育
成
に
つ
い
て
も
検
討

し
て
い
く
と
の
答
弁
で

あ
っ
た
。

基
金
は
活
き
た
活
用
を

活
用
を
進
め
て
い
る
基
金
も
あ
る
が
、

使
う
余
地
の
あ
る
基
金
は
、活
用
し
て
い
く

江藤美代子江藤美代子 議員 議員

答江
藤　
各
種
基
金
は
、
増

加
傾
向
で
あ
る
。
そ
の
額

や
使
途
計
画
に
つ
い
て
、

住
民
に
き
ち
ん
と
説
明
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ど
ん
な
計
画
、
方
針
を

持
っ
て
い
る
の
か
。

町
長　
ふ
る
さ
と
創
生
基

金
は
、
竜
光
寺
公
園
改
修

事
業
に
全
額
を
活
用
す
る
。

ま
た
、
ふ
る
さ
と
づ
く
り

基
金
は
、
令
和
8
年
度
か

ら
は
、
目
的
別
残
高
の
1/3

を
上
限
と
し
て
積
極
的
に

充
当
す
る
。
学
校
建
設
、

公
共
施
設
整
備
基
金
は
、

長
寿
命
化
の
た
め
大
規
模

な
改
修
費
用
に
充
て
る
。

江
藤　
10
年
以
上
、
額
が

変
わ
ら
ず
貯
め
込
ん
で
い

る
基
金
の
活
用
は
。

町
長　
有
効
な
活
用
を
検

討
す
る
。

江
藤　
高
校
就
学
支
援
金

が
あ
る
が
、
制
服
代
、
入

学
金
、教
材
費
、通
学
費
な

ど
負
担
は
大
き
い
。
鶴
寿

奨
学
金
の
再
開
を
求
め
る
。

町
長　
公
立
高
校
授
業
料

無
償
化
、
私
立
の
就
学
支

援
金
制
度
が
開
始
さ
れ
、

給
付
は
廃
止
し
た
。
効
果

的
な
基
金
運
用
と
な
る
よ

う
研
究
を
進
め
る
。

そ
の
他

　
副
教
材
費
な
ど
の
保
護

者
負
担
軽
減
を
求
め
た
。

ド
リ
ル
な
ど
も
含
め
精
査

し
て
い
く
と
の
答
弁
を
得

た
。

基金残高一覧表
（令和 6 年度決算より）

単位：千円
基金名 残高

財政調整 1,820,905 
減　債 360,432 

公共施設整備 849,190 
学校建設 654,189 

ふるさと創生 104,459 
ふるさとづくり 158,834 

災害対策 17,686 
鶴寿奨学金 20,216 

最終処分場対策 41,964 
地域振興 35,019 

中山間ふるさと 
水と土保全 10,478 
地域振興 35,019 
土地開発 1,662 
合　　計 4,110,053 

▲地域に広がる
　こどもまんなか
　プロジェクト
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梶原　一美梶原　一美 議員 議員栗原　福裕栗原　福裕 議員 議員

町政を問う！ 一般質問

広
川
消
防
署
の

　
建
設
予
定
時
期
・
場
所
の
考
え
は

具
体
的
な
協
議
は
行
っ
て
い
な
い
。

用
地
に
つ
い
て
は
検
討
す
る

答栗
原　
広
川
消
防
署
は
、

広
川
分
署
と
し
て
、
8
名

体
制
で
業
務
が
ス
タ
ー
ト

し
て
い
る
。
人
口
増
加
等

に
よ
り
、
業
務
量
が
増
加

し
現
在
は
21
名
体
制
と

な
っ
て
い
る
。
事
務
室
等

も
手
狭
で
あ
り
建
て
替
え

が
必
要
で
あ
る
。
広
川
消

防
署
の
建
替
え
時
期
等
を

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

町
長　
現
在
の
広
川
消
防

署
の
庁
舎
は
、
広
川
分
署

と
し
て
開
設
し
、
55
年
が

経
過
し
て
い
る
。
町
と
し

て
も
署
員
が
増
加
し
た
こ

と
で
、
消
防
庁
舎
が
手
狭

に
な
っ
て
い
る
と
聞
い
て

お
り
、
今
後
建
替
え
が
必

要
に
な
る
と
い
う
認
識
は

持
っ
て
い
る
。
た
だ
、
現

時
点
で
は
、
具
体
的
な
建

設
時
期
や
場
所
、
規
模
な

ど
の
協
議
は
行
っ
て
い
な

い
。

栗
原　
現
在
八
女
消
防
本

部
庁
舎
は
、
令
和
9
年
度

に
完
成
予
定
で
あ
る
。
広

川
消
防
署
の
建
設
場
所
に

つ
い
て
は
、
広
川
町
で
確

保
す
る
必
要
が
あ
る
。
本

部
庁
舎
の
完
成
を
待
っ
て

い
た
ら
遅
い
の
で
は
な
い

か
。

町
長　
広
川
消
防
庁
舎
の

用
地
に
つ
い
て
は
、
そ
の

建
設
地
で
あ
る
自
治
体
で

確
保
す
る
事
と
な
っ
て
い

る
。
用
地
選
定
等
の
準
備

は
先
行
し
て
進
め
る
事
が

可
能
な
た
め
、
対
応
し
て

い
く
。

▲

55 年経過した
　広川町消防署

　光益議長は、令和８年２月６日、全国町村議会議長会よ
り表彰を受けられました。光益議長は、福岡県町村議会議
長会の副会長を務められ、町村議会の運営及び地域の振興・
発展に貢献されました。

議 長 表 彰議 長 表 彰お
詫
び
と
訂
正

　
議
会
だ
よ
り
１
０
０
号
Ｐ
16
の

タ
イ
ト
ル
に
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
。お
詫
び
し
訂
正
い
た
し
ま
す
。

公
立
八
女
総
合
病
院
企
業
団
議
会

　
　
　
　
平
成
6
年
→
令
和
6
年
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公
立
八
女
総
合
病
院　
経
営
安
定
化
計
画

八
女
地
区
消
防
組
合　
火
災
予
防
の
強
化
を

　
令
和
８
年
２
月
16
日
、
公
立
八
女
総
合
病
院
に
お
い
て
、
令
和
８
年
公
立
八
女

総
合
病
院
企
業
団
議
会
全
員
協
議
会
が
開
催
さ
れ
、
現
在
の
経
営
状
況
と
公
立
八

女
総
合
病
院
経
営
安
定
化
計
画
（
以
下
、
安
定
化
計
画
）
が
説
明
さ
れ
た
。

　
協
議
で
は
安
定
化
計
画
の
実
効
性
が
不
透
明
で
あ
り
不
安
が
大
き
い
と
い
う
意

見
が
多
く
、
継
続
審
議
と
な
っ
た
。

　
令
和
８
年
２
月
20
日
、
八
女
地
区
消
防
組
合
議
会
が
行
わ
れ
た
。
条
例
改
正
、

令
和
８
年
度
予
算
が
上
程
さ
れ
、
い
ず
れ
も
可
決
し
た
。

　

主
な
事
業
は
救
急
救
命
士
の
養
成
、

庁
舎
の
営
繕
改
修(

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化)

事
業
、

八
女
消
防
署
救
急
車
の
更
新
、
小
型
災

害
支
援
車
の
更
新
等
。

　
令
和
８
年
度
に
計
画
し
て
い
た
は
し

ご
車
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
（
５
年
以
内
、

ま
た
は
１
０
０
０
時
間
使
用
）
を
、
閑

散
期
で
あ
る
年
度
末
に
入
庫
す
る
こ
と

で
費
用
削
減
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
今

年
度
に
行
う
た
め
の
補
正
。

が
、
対
策
は
。

A
届
出
を
し
て
い
た
だ
き
、
消
火
体
制

も
配
慮
し
て
い
く
。
紛
ら
わ
し
さ
に
対

し
て
は
事
前
に
広
報
等
で
周
知
し
て
い

く
。

①
現
状
認
識
…
現
状
の
ま
ま
で
は
将
来

に
わ
た
っ
て
持
続
可
能
な
地
域
医
療

の
提
供
体
制
を
維
持
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
。

②
本
計
画
の
柱
…
当
院
に
対
す
る
「
信

頼
の
回
復
」
と
経
営
資
源
の
「
選
択

と
集
中
」
を
本
計
画
の
柱
と
し
、
着

実
に
実
行
す
る
た
め
、「
病
院
機
能
再

整
備
計
画
」
は
一
時
棚
上
げ
と
す
る
。

③
計
画
期
間
…
令
和
８
年
度
か
ら
13
年

度
（
６
年
間
）

④
経
営
安
定
化
に
向
け
た
具
体
的
方
策

　
〈
主
な
施
策
１
…
収
益
体
制
の
充
実
〉

　
・
消
化
器
内
科
の
再
開

　
・
脳
卒
中
セ
ン
タ
ー
の
設
置

　
・
そ
の
他
の
診
療
科
の
強
化

〈
主
な
施
策
２
…
徹
底
し
た
支
出
抑
制
〉

　
・
人
件
費
の
抑
制

　
・
諸
経
費
の
抑
制

⑤
経
営
安
定
化
計
画
期
間
の
資
金
不
足

対
策
と
し
て
、
10
億
円
の
借
り
入
れ

○
林
野
火
災
注
意
報
、
警
報
を
的
確
に
発

令
し
、
注
意
喚
起
を
行
う
。

○
焚
火
を
含
む
火
災
と
紛
ら
わ
し
い
行
為

に
係
る
届
出
制
度
の
明
確
化
を
図
る
。

○
屋
外
の
テ
ン
ト
型
サ
ウ
ナ
等
の
基
準
を

整
理
す
る
。

○
大
規
模
地
震
時
の
電
気
火
災
の
リ
ス
ク

低
減
の
観
点
か
ら
、
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の

普
及
を
位
置
づ
け
る
こ
と
を
明
確
に
し
て

い
く
。

Ｑ
ど
ん
ど
焼
き
や
左
義
長
等
が
紛
ら
わ

し
い
行
為
に
該
当
す
る
か
と
思
わ
れ
る

◎
安
定
化
計
画
の
概
要

◎
火
災
予
防
の
た
め
の
条
例
改
正

◎
令
和
８
年
度
一
般
会
計
予
算

　
24
億
８
１
０
７
万
円

（
前
年
比
１
億
５
４
６
２
万
円
減
）

◎
令
和
７
年
度
補
正
予
算

■
公
立
八
女
総
合
病
院
経
営
再
建
に
向
け
て
、経
営
安
定
化
計
画
を
策
定

▲長延の「さぎっちょ」
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八
女
西
部
広
域
事
務
組
合　
斎
場
は
大
規
模
改
修

八
女
中
部
衛
生
施
設
事
務
組
合　
令
和
８
年
度
予
算
は

　
令
和
８
年
２
月
18
日
、
八
女
西
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
八
女
西
部
広

域
事
務
組
合
議
会
定
例
会
議
が
開
催
さ
れ
た
。
令
和
７
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

と
令
和
８
年
度
一
般
会
計
予
算
が
上
程
さ
れ
、
い
ず
れ
も
可
決
さ
れ
た
。

　
令
和
８
年
２
月
17
日
、
八
女
中
部
汚
泥
再
処
理
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
第
１
回

八
女
中
部
衛
生
施
設
事
務
組
合
議
会
定
例
会
が
開
催
さ
れ
た
。
令
和
８
年
度
一
般

会
計
予
算
が
上
程
さ
れ
、
い
ず
れ
も
可
決
さ
れ
た
。

　
２
０
４
４
万
１
千
円
増
額
さ
れ
、
リ
サ

イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
光
熱
費
に
充
て
ら
れ
た
。

　
汚
泥
再
処
理
セ
ン
タ
ー
の
管
理
業
務

委
託
更
新
に
伴
う
労
務
費
、
物
価
高
騰

の
た
め
増
額

主
要
事
業

　
・
し
尿
処
理
費

　
　
２
億
６
０
０
１
万
円

�

（
１
９
９
２
万
円
増
）

　
八
女
西
部
斎
場
整
備
方
針
に
つ
い
て

①
大
規
模
改
修
、
②
現
敷
地
に
建
替
え
、

③
移
転
建
替
え
の
3
案
に
つ
い
て
検
討

さ
れ
、
大
規
模
改
修
の
案
へ
の
賛
同
が

示
さ
れ
た
。

・
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
清
掃
費

　
12
億
９
７
２
７
万
円

�

（
前
年
比
３
１
４
９
万
円
増
）

・
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
清
掃
費

　
１
億
３
７
８
５
万
円�

�

（
２
０
０
１
万
円
増
）

・
広
川
最
終
処
分
場
清
掃
費　
　
　
　

　
７
４
７
万
円
（
７
１
５
４
万
円
減
）

　
物
価
高
騰
に
よ
る
資
材
費
、
光
熱
費
、

人
件
費
な
ど
に
よ
る
増
額
と
な
っ
て
い

る
。
広
川
最
終
処
分
場
清
掃
費
は
廃
止

対
策
工
事
終
了
に
伴
う
減
額
。

◎
令
和
７
年
度

　
　
一
般
会
計
補
正
予
算

◎
令
和
８
年
度
一
般
会
計
予
算

　
総
額
３
億
１
２
５
３
万
円

�
(

前
年
比
１
８
９
８
万
円
増)

◎
第
４
回
八
女
西
部
斎
場

　
　
建
設
検
討
委
員
会

◎
令
和
８
年
度
一
般
会
計
予
算

　
17
億
７
１
７
１
０
万
円

一部事務組合とは…
　複数の市町村が、消防、ごみ処理、
火葬場などの事務を共同で行うことを
目的として設置する行政機関です。以
下の一部事務組合は記載している市町
で構成しています。
八女西部広域事務組合　（ごみ処理）
　　広川町　筑後市　八女市　大川市
　　大木町
八女中部衛生施設事務組合（し尿処理）
　　広川町　八女市
公立八女総合病院企業団　
　　広川町　八女市
八女地区消防組合
　　広川町　八女市

最終処分場
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次回の定例会予定次回の定例会予定
６月４日（木）～11日（木）
一般質問　６月４日（木）・５日（金）

議会傍聴においでください。
※日程は変更になることがあります。
※各議員の質問項目は、ホームページに掲載します。

☎ 0943-32-0109　（議会事務局）

第1分団詰所落成　避難所も併設第1分団詰所落成　避難所も併設

小椎尾
中村 忠雄 さん

逆瀬谷
田中さかえ さん

鬼の渕
野中 寿家 さん

内田
木村 陽子 さん

梯地区
酒井 尚子 さん

草場地区
永野 雅夫 さん

馬場区
中島　靖 さん

　夫婦で見学会に行った。私は、災害時
には地域の公民館に避難すると思うが、
地元の方達は安心だと思う。

　避難したときに、知っている人がいるのは心
強い。発電機など備品の整備を進めて欲しい。

　設備がとても充実している。避難所とし
てだけでなく、普段から地域防災訓練など
を行う施設としても活用できそうだ。

　避難所が併設され、安
心感が増した。設置され
た場所がよく、みんなが
集まり易いと思う。
　長期避難になるような
場合、物資の搬入路に心
配はないか。

　私たちが、避難する方向
では無いと思うが、地元の
人にとっては良かったと思
う。消防団の詰所だけでな
く避難所を併設しているこ
とを周知して欲しい。また、
地域の会合などにも活用さ
れたい。

　最近は、今まで経験したこともない
ような雨が降るので、避難場所ができ
て安心する。川の流れから見ても最適
の場所にできたと思う。中を見ていな
いので、機会があれば見てみたい。

　道路沿いなので
いいと思う。避難
所も兼ねていて広
いので活用に期待
している。


